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トピックス1　カロリー 制限と加齢性疾患の関係～サルでの実験的証明～
　日本には「腹八分に医者いらず」という諺があり、大
食をしないことが健康な生活を維持するうえで大事で
あるという戒めとなっている。カロリー制限（CR）によ
り加齢に伴う疾患の発生を遅らせ、寿命が延長すると
いう事実は、ラットの研究では既に70 年以上前に報
告されている。1990 年代に入ってからはCRと老化の
抑制が広く注目され、生物学的に盛んに研究されるよ
うになった。これまで酵母、線虫、ハエ、マウス等の
種々の生物種で効果が報告され、関わる分子も明らか
にされてきた。しかしながら、ヒトを含む霊長類での
老化に与える影響については明らかになっていない。
　米国ウィスコンシン大学を中心とした研究チームは、
アカゲザルを用い、20 年間のCRの効果を報告した 1）。
研究チームは 7歳から14 歳の成体のアカゲザル30 頭
を用いて、1989 年に研究を開始した（1994 年に46 頭
を追加）。まずそれぞれの個体は数ヶ月間自由に餌を
取らせて、食べる量を算定し、次に自由摂食群（対照
群）には算定された量の餌を、CR群にはカロリーを
30％減らした餌を与えて飼育を行った。その結果、対
照群の38 匹中14匹（37％）が加齢に伴う疾患で死亡
したのに対し、CR群では 38 匹中 5匹（13％）しか死
亡せず、大きな差が認められた。アカゲザルでもヒト
と同様に、糖尿病、がん、心血管系疾患が加齢に伴
って増加する代表的な疾患である。例えば、対照群は
38匹中 5匹が糖尿病を発症し、11匹が予備軍と診断
されたが、CR群では予備軍すらみられなかった。が
んと心血管系疾患の発症も、CR群では 50％減少し
た。診断可能なその他の疾患も含めると、CR群では
対照群に比べ病気にかかる頻度は 3分の1程度であ
ることが明らかになった。
　ヒトでは加齢に伴い脳の萎縮が起こることも知られ
ているが、小動物でこれを正確に再現するのは難しい。
上記の報告では、MRIによる画像解析の結果、サル
でも摂取カロリーに関係なく加齢による萎縮は認めら
れる。しかし、運動や記憶等をつかさどる脳の領域の
萎縮が、CR群では抑制されていることがわかった。
加齢に伴い運動や精神活動の速度が低下することはよ
く知られていることであるが、CRによりそれらに関与
する脳の領域がより維持されるということがサルで示さ
れたと、研究者のひとりはコメントしている2）。
　サルはヒトとは明らかな差異があるのも事実であり、
また今回の結果も完全な人工飼育下での情報であるた
め、その結果をそのままヒトに当てはめるのは危険で
ある。研究はまだ継続中であり、多数の項目が検査さ
れているが、今回の報告に示されたのはそのごく一部
である。ヒトで長期にわたり、このようなCRに関する
研究を行うことは困難である。アカゲザルはヒトに非
常に近い生物種であり、今回の成果はヒトに対しても
多くの示唆を与えるものである。
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